
市民まちづくり会議・むさしの 令和４年度第４回定例会記録 

 

日時：2020年 11月 11日（金）19時～21時 

場所：吉祥寺商工会館 3F 消費生活センター講座室、リモート併用 

出席：会場参加 内門、河田、篠原、竹山、南、村井、山本 

    相原（ゲスト） 

リモート参加 内山、高田、田中、原、山田、 以上１３名（敬称略、50音順） 

 

1．くらしフェスタ 2022の報告【村井】 

9/29～10/1 にプレイスのギャラリーで開催。当会のテーマは「ホームインスペクションのすすめ」で 2 日目に篠原さんが

発表した。二次展示は来年の 2/27～3/3市役所ロビーで行う。 

・展示方法には、まだ工夫が必要。 

・来年度のテーマは「独歩の森のその後」（仮）を検討中 

 

2．独歩の森の活動報告【田中】 

・どんぐりの植え付けに参加した人たちに声をかけて見学会を実施している。 

・ニュースレター「森の会たより」を月 1回発行し、現在 9月号まで刊行している。 

・記事は絶滅危惧種や多様なトンボなど緑地の生き物の紹介や活動報告。 

・生き物調査には高校生も加わり、調査の統括と写真撮影は武笠氏が担当している。 

・緑地の活動は月 2回実施しており、2005年以来 360回以上を数える。 

・ニ小では、地域に出る教育方針のもと、5年生をはじめ多くの学年が年 1回活動に参加している。 

 

３．ジモッピーネットについての話題提供【田中】 

11/27（日）にシンポジウム「未来をひらく学び」をプレイスで開催する。（ZOOM 参加も可能）2022（令和 4）

年度武蔵野市生涯学習事業補助金事業として、「未来をひらく学び ―生涯学習と市民活動の相乗効果―」をすす

めており、シンポジウムでは杉並区と国分寺市の先進事例を紹介する。 

 

4．外環地上部街路話し合いの会中間まとめの現状について【村井・原】 

第 43回（2022.3.22）以降、作業部会は中断している。都の担当者が変わり、作業部会の構成員に対面ヒアリ

ングを実施したのち、コンサルタントが決まらないため、内部作業で編集を行っており、先日、その成果が各構成員に送付

された。その内容は、行政の回答だけでなく作業部会の成果まで及んでいたため、受け入れがたい内容であると各構成

員から都に申し入れがあった。進行役（村井）には、この草稿が送られなかった。そのことも含め、村井が吉野課長代

理と 11/2 に面会して、話をうかがった。その際、作業部会の経過一覧（村井作成）を持参し、現在までの作業部会

の進め方等について説明した。現在の成果はかなりの部分が前任者の在任中にまとめられたものであるが、内容について

の引継ぎはあったものの作業の進め方や作業場の了解事項（ルール）については、あまり伝わっていなかったといえる。 

担当者の早くまとめたいという意思は確認され、今後の作業部会の進め方等についても前向きに検討している様子で

あるので、早急な作業部会の再開をお願いした。 

市民としては、自費出版も辞さないが、行政の了解のあるものでなければ意味がない。 

 



5．ゲストの紹介【河田、相原】 

相原氏はキャピタルハウス（不動産業）副社長。大田区出身で、UR と行っている駅前再開発などの話をうかがった。 

・吉祥寺は土地形成が田園調布に近く、守る意識がまちを支えている。 

・京急蒲田の駅前再開発では、蒲田と羽田を高架にすることで、利便性が高まり踏切が解消される。課題として

は、高架下の利用や、騒音の解消などがある。 

 

6．旧赤星邸の利活用について【山本】 

市が募集した見学会は応募が多く、市民の関心はとても高い。国指定の登録文化財となり、利活用について、有識

者会議で検討が始まっている。 

・文化財保護委員の稲葉先生は、将来は重要文化財に指定できる建物であると言っている。利活用以前に、ま

ず、文化財としての価値を確定するための調査が必要。利活用はその後検討すべき。 

関連した話題【原】 

・市が取得したメリノール女子修道会跡地（東町２丁目）について、利活用について市から何も情報が出てこ

ない。地域としては十一小路の避難路の要望している。 

 

7．市民と議会との意見交換会【山本】 

11/27（日）１３時３０分からスイングホールで開催する。（オンライン参加も可能） 

 

８．その他の話題、近況等 

・市指定ごみ袋の不足は解消されたが、まとめ買いにより、店頭は以前売り切れ状態。 

・最近、指定管理者のサービス低下がみられる。芸術とスポーツなど分野の異なる事業団を統合するのは問題が

あるのではないか。 

・東コミセンの企画「公文書からみる環境浄化運動」（10/29）では、ふるさと歴史館公文書専門員から、市民

活動の歴史をどう残すか講演があった。（原） 

・市に公文書の専門員がいることは良いが、こうした専門家が非正規職員であると、人材流出は避けられない。 

・市では、職員の定数適正化計画を本意ではないとする立場で、非正規職員については一定の歯止めがかかっ

ているはずだ。 

・市民活動の歴史をどう残すかについては、大きな課題なので、６調で、「民衆の歴史の保存に関する要望」とし

てコメントを出すべきだ。 

・駅前駐輪場用地問題は、今後の法廷の経過に注目。 

・先日、「クレヨンハウス」が大正通りに移転するとの報道があった。 

・小学生対象のワークショップで忙しい。（高田） 

・ワールドカップのカタールへ福島の子どもたちを連れていく予定。（山田） 

第 5回定例会：2023年 1月 13日（金）19：00～ 吉祥寺商工会館 3F 消費生活センター講座室 

以上／記録作成：村井寿夫） 


